
【記載例】

様式２　区分Ａ・事前特定型

１．実質的過疎地域への該当性
(1) 人口減少等の状況

H22.10 H27.10 増減率 H22.10 H27.10 増減率

人口減少の状況 965 904 -6.3% 31,575 30,408 -3.7%

うち65歳以上人口 300 298 -0.7% 8,046 8,816 9.6%

（65歳以上の比率） 31.1% 33.0% 1.9% 25.5% 29.0% 3.5%

その他

(2) 実質的過疎地域として選定した根拠

２．事業実施主体の説明

３．事業概要

項目

①マップ作成

②コース案内看
板の整備

③ウォーキング
イベント開催

区分Ａ

助成方式

申請地区 市町全体

○○市○○地区の歴史を巡る散策ツアー

平成　　年　　月　　日申請書提出日

さが未来スイッチ交付金事業　実施計画書

代表・鹿島　太郎

鹿島市 地区名

○○会 広域的事業実施区域 鹿島市

○○地区

担当者職・氏名

市町名

所属

地域名

○○という歴史的資産と、開放的で面倒見のよい住民性を活かして、
　①地区外の人を呼び込み、にぎわいを作り出し、お金を落としてもらう
　②地域住民に誇りと連帯感を取り戻す。

○○地区

着目点・
期待する

効果

地域の概
要と課題

本地区は、○○山の南麓に位置する狭小な盆地であり、○○などの農業及び林業が産業の中心で、近年では○○の衰退等により
若年層の流出が顕著である。これらのことにより、(1) のとおり、人口減少率及び65歳以上人口比率がともに市の平均を大幅に上
回っている。

本地区は、○○市の○○に位置し、○○、○○などのほか、古くから○○であった歴史的経緯から古い蔵や○○など
の歴史的資産に恵まれている・・・

近年では、人口の減少、高齢化に伴い、地域を支えていた子どもクラブや婦人会、老人会などの組織が減少して・・・

区自治会は○○年設立、5の班で構成され、250世帯を有している。毎月定例の○○のほか、○○、○○などを行い、○○に努めて
いる。

事業内容

内容

有識者の助言を求めながら地区の歴史的建築物や遺構に加え、商店・飲食店などを巡るコースを構
築、マップを作成。

散策マップの見どころに関する情報や、順路を間違えやすい箇所の案内看板を作成し設置する。

作成したコースを、ボランティアガイドの先導に従い参加者に歩いていただく。現地の雑貨店や饅頭
店で休憩いただき、飲食や土産品の購入を促す。2回開催予定。

電話番号

新規・継続の別

事業実施主体

地域の特定時期による類型 事前特定型

○○地区○○会

事業区分

****-**-****

直轄・助成の別

事業名

継続（H29スイッチ）



【記載例】

様式２　区分Ａ・事前特定型 さが未来スイッチ交付金事業実施計画書

事業区分 区分Ａ

類型 事前特定型

４．事業費、収支計画及び交付金申請額 （単位：円）

H28 H29 H30 H31 H32以後

①マップ作成
○○大学教
授

200,000 200,000 50,000円×4日間

①マップ作成 〃 200,000 200,000 同上

①マップ作成
印刷・デザイ
ン業者

200,000 100,000

①マップ作成 〃 150,000 100,000 100,000 100,000 20円×5,000枚

①マップ作成 〃 50,000

③ウォーキングイベ
ント開催 〃 100,000 50,000 50,000 50,000

③ウォーキングイベ
ント開催 〃 100,000 100,000 100,000 100,000 20円×5,000枚

③ウォーキングイベ
ント開催

タウン情報
誌発行社

500,000 250,000 100,000 100,000 3誌×2回

0 0 400,000 650,000 650,000

ソフト計 0 1,500,000 1,000,000 350,000 350,000

②コース案内看板
の整備 看板業者 500,000 500,000 １０ヶ所

ハード計 0 500,000 500,000 0 0

0 2,000,000 1,500,000 350,000 350,000

補助金 H30補助率 0 1,800,000 1,350,000 0 0

45% (900,000) (675,000)

45% (900,000) (675,000)

地区負担金 150,000 50,000 50,000 0

ツアー参加料収入 50,000 100,000 300,000 350,000

0 2,000,000 1,500,000 350,000 350,000

0 0 0 0 0

５．交付申請額

６．今後のスケジュール（平成３０年度）
時期

交付決定（市→地域）、事業開始 9 イベントチラシ印刷

コース検討会の開催 9～ 各種媒体の広告掲載

有識者招へい意見聴取 10 第1回ウォーキングイベント開催

地元向け説明会開催 H31.1～ 各種媒体の広告掲載

マップデザイン発注・完成 2 第2回ウォーキングイベント開催

マップ印刷、看板作製・設置　／　イベントチラシデザイン発注・完成 H31.2 実績報告（地域→市）

記載の仕方などで不明な点は、企画財政課までお問い合わせください。

看板設置

※交付金対象外経費

チラシデザイン料

内容
H30.4

時期 内容

ハ
ー

ド
経
費

675,000 円

収
入

（うち市町一般財源）
（うち「さが未来スイッチ交付金」）

合計

収支

歴史的価値を分析するため
の有識者招へい謝金

8

6

7

8

4

支
出

ソ
フ
ト
経
費

合計

講師旅費

デザイン料

印刷費

ロゴ作成

チラシ印刷料

各種媒体広告掲載料

事　業　費
備　考

○○市○○地区の歴史を巡る散策ツ
アー

鹿島市市町名 地区名 事業名

事業内容 項目 支払先

○○地区
記載例を参考に、必要な経費と
その支払予定先等を記載してく
ださい。

認められない経費（食糧費や実
施団体への謝金等）がある場合
は申請書の修正をお願いするこ
とになりますのでご了承くださ
い。

事業の具体的なスケジュール
（想定で構いません）を記載して
ください。

【注意】
この交付申請額の金額は県交
付金の額を記載するようになり
ますが、実際交付されるのは市
の補助金を加えた額になりま
す。

負担金は総事業費の1割
地区負担金やその他収入を計
上して、収支が「０」となる
ようにしてください。

補助金は総事業費の9割
（エクセルは自動計算です
が、不明な場合は未記載で結
構です。）

事業費の欄

H30・・・今回申請する事業
の経費（見積もりなど）を記
載してください。
※できるだけ見積書などの提
出もお願いします。
※基本的に実施計画書のとお
り事業を実施していただきま
すので、なるべく正確な収支
計画を作成してください。

H28、H29・・・一昨年、昨年
も実施した事業の場合はその
時の経費も記載してくださ
い。
H31、32以後・・・今後も事
業を継続するうえで必要とな
る経費を記載してください。

※補助対象となるのは、H30
分のみです。ただし、申請さ
れる事業は継続していくこと
が前提となりますので、H31
以降も必要と思われる事業費
を記載してください。

※　ハード事業費は補助対象
事業費の１／２以内まで認め
られます。
※ハード経費については見積
書の提出をお願いします。



様式２　区分Ａ・事前特定型 さが未来スイッチ交付金事業実施計画書

事業区分 区分Ａ

類型 事前特定型

７．位置図 (市町全体の中の位置がわかるものと、地域が面的にわかるもの（市町の面積によっては兼ねてよい））

この書類は企画財政課にて作成しますので、提出不要です

○○市○○地区の歴史を巡る散策ツ
アー

市町名 鹿島市 地区名 ○○地区 事業名



記載例

様式２　区分Ａ・事前特定型 さが未来スイッチ交付金事業実施計画書

事業区分 区分Ａ

類型 事前特定型

８．写真 （平成29年以前からの取組みの場合、取組みの様子がわかるもの）※新規事業の場合は写真不要

↑（写真の様子を説明してください） ↑（写真の様子を説明してください）

↑（写真の様子を説明してください） ↑（写真の様子を説明してください）

↑（写真の様子を説明してください） ↑（写真の様子を説明してください）

↑（写真の様子を説明してください） ↑（写真の様子を説明してください）

○○市○○地区の歴史を巡る散策ツ
アー

市町名 鹿島市 地区名 ○○地区 事業名

写真 写真

写真 写真

写真 写真

写真 写真



記載例

様式２　区分Ａ・事前特定型 さが未来スイッチ交付金事業実施計画書

事業区分 区分Ａ

類型 事前特定型

≪チェックリスト≫ 以下の各要件をみたすことを確認の上、左欄に○△×を記入

申請者 審査者

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

要件を満たすかを確認し、チェックを記載してください

スケジュール

項目

本交付金の額は、市町の負担額を超えていないか

国や県等の補助事業ではないか

スケジュールは実行可能なプランとなっているか

実質的過疎地
域への該当性

申請地域の人口増減率は、マイナスであるか

補助率

事業実施主体

市単独事業

事業概要、事
業費等（区分
Ａ）

経費の大部分が外部委託となっていないか

実質的に施設整備や備品購入を主目的としていないか

住民で構成された団体、あるいは住民の総意を反映した活動を行ってい
る団体であるか。

地域の維持、活性化と直結しない、単なる市町の所管業務を対象として
いないか

収支計画で最終的に自立あるいはこれに準じる状態（補助金に頼らず終
始がゼロ以上）を目指しているか。
（目安：補助金等なし…○、さが未来スイッチ交付金なし、他の補助金
あり…△の可能性あり）

支出において単純なランニングコストのみが計上されていないか（チャ
レンジ交付金orH28、H29スイッチ交付金採択事業の場合、前年度からの
改善点や新たな取組等が盛り込まれているか）

事業実施主体の構成員自身に対する報酬などが含まれていないか

計算チェック

○○市○○地区の歴
史を巡る散策ツアー

○○地区鹿島市市町名 地区名 事業名

合計や補助率、交付金額の間に矛盾はないか（特にH29年度）


